
畜産物の違法な持込みに対する対応の厳格化

2019年4月22日から、畜産物の違法な持込みに対する対応を厳格化

➢ 違反者に警告書を発出するとともに、違反事例をデータベース化

➢ 自己消費用やお土産用であっても、警察に通報又は告発

2019年4月22日～5月19日

→警告書を149枚交付

【警告書の内容】

➢ 違法行為に該当し、二度と
輸入禁止物を持ち込まな
いよう要請。今後、不正に
持ち込んだ場合は告発等
の措置を執ることがある旨
警告。

➢ 違法行為に該当することを
理解し、今後、二度と輸入
禁止物等を持ち込まない
旨を誓約。
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➢ 携帯品として持ち込まれた畜産物からアフリカ豚コレラ
、高病原性鳥インフルエンザ等のウイルスを分離

モニタリング検査の結果

検査対象：中国、韓国、台湾、フィリピン等からの牛、豚、鶏の筋肉、臓器等

検査期間：２０１５年６月～２０１９年２月（総検査検体数 ９５３件(*)）

(*)２０１９年２月までに検査終了した検体数

➢ 外国人技能研修生・留学生の受け入れ団体に事前
対応型の周知活動を強化

搭載国 畜 種 分離ウイルス（株数）（赤字は高病原性） 調査時期

中国 あひる 鳥インフルエンザウイルスH9N2（２株） 2015年度
鳥インフルエンザウイルスH1N2（１株）
鳥インフルエンザウイルスH5N6（１株）

鶏 鳥インフルエンザウイルスH9N2（１株）
鳥インフルエンザウイルスH5N1（１株）
鳥インフルエンザウイルスH5N6（１株）

台湾 鳥インフルエンザウイルスH9N2（１株）

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ ニューカッスル病ウイルス（１株）

中国 あひる 鳥インフルエンザウイルスH7N9（１株） 2016年度
ﾍﾞﾄﾅﾑ 鶏 ニューカッスル病ウイルス（１株）

中国 鳥インフルエンザウイルスH9N2（１株）

ﾍﾞﾄﾅﾑ 鳥インフルエンザウイルスH9N2（２株）

中国 あひる 鳥インフルエンザウイルスH7N9（２株） 2017年度
台湾 鳥インフルエンザウイルスH5N1（１株）

鶏 鳥インフルエンザウイルスH6N1（１株）

中国 あひる
鳥インフルエンザウイルスH7N3（1株） 2018年度
鳥インフルエンザウイルスH5N6（1株）

ﾍﾞﾄﾅﾑ 鶏
鳥インフルエンザウイルスH5N2（1株）

鳥インフルエンザウイルスH9N2（1株）

中国 豚 アフリカ豚コレラウイルス（２株）

★注目情報★
➢ 中国・ベトナムから持ち込まれた携帯品３０件から、アフリ

カ豚コレラウイルスの遺伝子を検出

➢ うち、2019年1月に中国から持込まれたソーセージ２件か
らアフリカ豚コレラのウイルスを分離

自家製餃子

（上海から羽田空港）

ソーセージ

（上海から羽田空港）

ソーセージ

（延吉から関西空港）

ソーセージ

（上海から中部空港）

ソーセージ

（瀋陽から中部空港）

豚肉調整品

（ハノイから成田空港）

豚肉ソーセージ

（北京から新千歳空港）

自家製ソーセージ

（青島から中部空港）

（2019年4月２５日現在）

携帯品として持ち込まれる畜産物に対する検疫対応の強化

21



多言語での情報提供
➢ 成田空港(株)が提供するスマートフォン用アプリ

「TABIMORI」で動物検疫情報を提供
➢ 日本語・英語で水際対策に関する注意喚起等を案内

➢ 動物検疫所ホームページで、動物検疫・水際対策
に関する情報を多言語で提供
英語、中国語（簡体語・繁体語）、韓国語、タイ語、タガログ語、ビルマ語 等

水際対策

畜産物の輸出入手続

犬等の輸出入手続

１２

➢ 今年度から、動物検疫・水際対策に関する多言語動画
をYou Tubeで提供
日本語、英語、中国語（簡体語、繁体語）、ベトナム語、タガログ語

日本語：僕にお座りをさせないで！

【中国語（繁体語）】【中国語（簡体語）】 【ベトナム語】 【タガロク語】

１ アプリをインストール後、 「TABIMORI」にアクセス。
（「Google play」、「App store」でインストール可能（無料））

２ 情報サイトに移動 ３ お知らせ
公共機関情報にアクセス
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関西空港株式会社オフィシャルサイト、アプリでの動物検疫情報の掲載
http://www.kansai-airport.or.jp/contact/

➢ 関西空港株式会社が提供するスマートフォン用アプリにおいて、動物検疫・水際対策の情報を提供
➢ 日本語・英語で、水際対策に関する注意喚起、畜産物の輸出入手続等を案内

アプリ画面

関西空港株式会社オフィシャルサイト
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動物検疫に関する多言語広報ポスター

○ 海外における疾病の発生状況やトピックスを踏まえつつ、旅行客が肉製品等を持ち込まないこと
を国内外に広く周知するため、職員が広報用ポスターを多言語で作成し、各空海港に掲示。

○ 動物検疫所のホームページに容易にリンクできるよう、各ポスターにはQRコードを添付。
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都道府県と共同して旅客、イベント参加者等に対し動物検疫パンフレットの
配布等を実施

● 広報キャンペーン

連携都道府県 広報キャンペーン実施場所等 実施回数

北海道 新千歳空港 ５(※)

東京都 東京みなと祭り １

山口県
下関港 ２

山口宇部空港 ２

大分県 大分空港 ３

北九州市 北九州空港 １

福岡県
福岡空港 ３(※)

博多港 ５

長崎県
比田勝港、厳原港 ４(※)

長崎空港 １

佐賀県 佐賀空港 １

熊本県 熊本空港 １

宮崎県 宮崎空港 ７(※)

鹿児島県 鹿児島空港 １０(※)

沖縄県 那覇空港 ５

都道府県と連携した広報（１）（平成２９年度）

※韓国口蹄疫発生に伴う緊急広報キャンペーンを含む（平成30年4月実施） 25



・第11回全国和牛能力共進会宮城大会に出展。また、来場者向けの日本語/中国

語ポスターを羽田、成田、仙台各空港に掲示。
・各地自治体主催の動物愛護フェスティバル（福岡県、京都市 他）、みゃーく農業

感謝祭（宮古島市）に出展。

・定期的に都道府県と「動物検疫に関する連絡会議」を開催し、動物検疫所の検

疫業務等を発信

● 各種イベントへの参加による広報

● その他

・北海道宗谷地方（頓別コミュニティセンター他）において、中国人技能実習生を

対象とした畜産物等の輸入検疫についての講義を実施
・大阪府八尾市の多言語情報誌（英語、中国語、ベトナム語）に畜産物等の輸入

検疫について掲載。

・沖縄県中央家畜保健衛生所と共同でJAおきなわの農業実習生を対象とした動
物検疫についての講義を実施。

●外国人技能実習生等への注意喚起

都道府県と連携した広報（２）（平成２９年度）
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平成28年 平成29年 平成30年

8,951 
14,712 9,889 

1,040 1,270 227

4,016 3,546 3,248

牛 豚 馬
（頭数）

平成28年 平成29年 平成30年

566,957
410,076 408,696

初生ひな（羽数）

769
252

202

47

カナダ

フランス

米国

デンマーク

カナダ
2,765

その他
781

肥育用
12,187

乳用繁殖用
2,522

その他
3

初生ひな（国別内訳）馬（国別内訳）豚（国別内訳）
全て繁殖用

牛（用途別内訳）
全て豪州産

平成29年国別・用途別内訳

英国

米国

ニュージーランド

64,986

127,398

121,527

カナダ
59,295

その他
36,870

主な家畜の輸入実績（平成29年、30年は速報値）

（1～9月）
（1～9月）

27




